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はじめに
近年,家畜生産における放牧の機能性,例えば家畜の福
祉を考慮した飼育法による健康性や,それにともなう牛乳
や肉-の機能性成分の付与が注目されている｡草地畜産種
子協会は,放牧畜産によって生産される畜産物の生産をよ
り拡大し,放牧畜産を普及推進することを目的とした認証
制度とその表示を, 2009年4月より行っている｡
消費者ニーズが多様化している今日,牛乳を含め多くの
メーカーから同様の品質及び価格の商品が販売されること
は珍しくない｡パッケージデザインは｢商品の顔｣であり,
それを利用した訴求ポイントの明確化は,企業が商品の差
別化を図るうえで今や重要な戦術の一つである｡
そこで,本調査では牛乳パッケージにはどのような図柄
が多いのか,またそれはどのような効果を狙ったものなの
かについて,今日注目されつつある放牧に着目し,メーカー
への電話取材およびアンケート調査によって明らかにする
ことを目的とした｡
材料と方法
以下の調査を2007年9月に実施した｡
1.牛乳パッケージデザインの実態調査
店頭販売および通信販売されている牛乳(計26種類)
のうち,放牧風景が描かれている製品の数を調査した｡な
お,放牧風景とは,牛と放牧地が描かれている,もしくは
放牧されていることが分かる牛の絵とした｡
牛乳パッケージに関する質問を,牛乳各種メーカー10
社に電話で問い合わせた｡放牧風景が描かれている製品を
製造しているメーカーには,実際に放牧牛乳を使用してい
るかどうか,および放牧風景をパッケージデザインについ
て質問した｡パッケージデザインが放牧風景ではないメー
カーに対しては,現在のパッケージになった理由について
質問した｡
2.消費者アンケート
消費者に対し,牛乳パッケージに関するアンケートを
行った｡質問は以下のように構成された｡
1)回答者に関する質問i.性別, ii.年齢, iii.家族構成,
iv.好き嫌い, Ⅴ.購入頻度
2)牛乳を選ぶ際の基準　i.普段店頭で選ぶ際の基準を7
項目から上位3つ優先順位をつけて回答
3)パッケージの影響力　i.同じ賞味期限および値段で
パッケージの異なる8種の牛乳(メーカー名は伏せる)
から,選びたいと思うもの3つ選び理由を自由記入,
ii. iで示した8つの牛乳から選ぼうと思わないものを
1つ選び理由を自由記入
4)放牧風景パッケージより受ける購買意欲とイメージ
i.それぞれ背景に牛乳瓶および放牧風景が措かれた2
つの｢おいしい牛乳｣ (値段,賞味期限およびメーカー
は同じとする)のいずれかを選ぶ(図1), ii. iで選
んだ理由を7項目より1つ回答iii.2つのパッケージ
から受けるイメージについて11項目より選択(複数回
答可)
lお･)いぬ適
図1:設問(3) A, Bどちらの牛乳を選ぶか.
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5)牧場販売の牛乳の味と知識i.牧場で販売されている
牛乳を飲んだ経験の有無, ii.普段飲む牛乳と比べて牧
場で飲む牛乳の味について(飲んだ経験がない場合は
イメージにより回答), iii.その理由を6項目より選択
(複数回答可)
結果と考察
1.牛乳パッケージデザインの実態調査
26種類中14種類(53.8%)が放牧風景であった｡以上か
ら,牛乳パッケージには放牧風景が多く描かれていること
が判明した｡
各メーカーの回答内容は表1のとおりである｡ ｢放牧し
ている｣と明確に答えたメーカーは少なく,ほとんどのメー
カーが｢わからない｣ ｢把握していない｣という回答であっ
た｡ ｢放牧している｣と回答したメーカーは2社あり,う
ち1社は｢自身の牧場で3時間ほど｣という回答であった｡
このように,放牧風景のパッケージで売り出しているメー
カーのほとんどが,農家の牛乳生産方法を把握していない
という結果であった｡その背景は,現在の一般的な牛乳の
流通方法にあると推察される｡商品化される前の生乳は,
乳業メーカー周辺の農場からタンクローリーで集乳され,
各メーカーに出荷される｡そのため,各農家がどのような
管理をしているのか,放牧乳がどのくらい含まれているの
かをメーカー側は把握できないと考えられる｡
各製品のパッケージに措かれているデザインを採用した
理由についてみると,放牧風景をパッケージにしているほ
とんどのメーカーが｢イメージである｣と回答した｡この
ように放牧風景のパッケージに明確な目的をもつ企業はな
かったが,牛乳および牛といえば｢放牧｣という漠然とし
たイメージがあることが推察される｡それに対して,パッ
ケージに放牧風景を採用していない企業は, ｢新しいイメー
ジを持たせたい｣, ｢遮光性効果｣という明確な目的をもっ
てデザインをしており,商品の差別化をパッケージで行う
姿勢がみられた｡
2.消費者アンケート
1)回答者の内訳
男性32人,女性38人,計70人から回答を得た(図2)0
表1 :企業調査結果.
年齢層は学生36人,主婦24人,社会人10人で,一人暮
らしは37人,家族と同居が33人となった｡牛乳を好きと
答えた人は50人,好きではないと答えた人は7人,どち
らともいえないが3人,無回答が10人であった｡購入頻
度は週に2, 3回が32人と最も多かった｡
2)牛乳を選ぶ基準(設問2)
図3に牛乳を選ぶ基準の回答結果を示した｡もっとも重
視するのは値段,次いで賞味期限,味となった｡パッケー
ジを重視する要素の一位に挙げた人はわずか1人であった｡
くらむぽん共有プラネット(2006)が｢牛乳を選ぶ時のこ
だわり｣について273人を対象としたアンケートによると,
41%が｢特にこだわりはない｣と答えており,次いで
22%が｢成分｣, 18%が｢銘柄｣となった｡このことから,
多くの消費者は値段や賞味期限をこだわりの要因としては
図2 :牛乳の購入頻度.
図3 :牛乳を選ぶ基準.
放牧の有無　　　　現在のパッケージを採用した理由
放牧パッケージ
メーカー
非放牧パッケージ
メーカー
している　　　　･牛乳が採れる農場のイメージ
していない　　　　･あくまでもイメージ
･昔から使用しており,理由は不明
わからない　　　･北海道といえば放牧風景だから(パッケージに北海道と記入)
わかりやすく,新しいなというイメージを持たせるため
デザイナーに依頼して
(赤いパッケージは)遮光性効果のため
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とらえていないものの,購入の際には値段や賞味期限を基
準に牛乳を選んでいると考えられる.また,本調査でも選
択基準の一つとして4位にメーカー(銘柄)が挙げられて
いることから,消費者にとって銘柄は牛乳を選ぶ際の判断
材料の一つであること明らかとなった｡
3)パッケージの影響力(設問3)
表2に, 8種類の牛乳パッケージを選んだ人数および理
由をそれぞれ挙げた｡最も人気が高かったものはカ(北海
道3.7牛乳/オハヨー乳業) 22人,次いでエ(小岩井牛乳
/小岩井乳業株式会社) 21人,ア(無農薬牛乳/タカハシ
乳業) 18人となった｡選んだ理由として,カは｢北海道だ
から｣, ｢パッケージに魅かれて｣という回答が多く,エ｢ブ
ランド｣, ｢上品なパッケージ｣, ｢良質と書いてあるため｣,
アは｢無農薬だから｣, ｢体に良さそう｣という意見が上げ
られた｡
選ばれた上位3種に共通していたのは, ｢パッケージに
記載された牛乳の情報に惹かれた｣という回答である｡キ
は｢北海道｣,エは｢良質｣,アは｢無農薬｣というように,パッ
ケージには牛乳の質やどこの生産かを記載してあった｡選
ばないとされたパッケージであるイおよびオの理由として
｢情報が伝わりにくい｣という回答があったことからも,
品質をイメージしやすくする情報の表示は,消費者が重要
視するポイントであると考えられる｡しかし,カやクのパッ
ケージにも｢十勝｣や｢那須｣などの地名が記載してあっ
たにもかかわらず,キのパッケージほど選択されなかった｡
キを選んだ理由に｢パッケージが鮮やかでおいしそう｣と
いう意見が多かったことから, ｢北海道｣という地名と,
背景に書かれた放牧風景による相乗効果が生まれたことが
推察される｡またこの調査では,いずれのパッケージもメー
カーを伏せて表示したにもかかわらず, 7人がエを選んだ
理由として｢メーカー｣と答えた｡このことから,パッケー
ジが商品ならびにメーカーの顔となっていることが伺える｡
選ばないパッケージにはり(16人),オ(7人),イ(5人)
が挙げられた.その理由として, ｢デザインが好みでない｣
という意見が共通して最も多く挙げられた｡他にクは｢お
いしくなさそう｣, ｢4.5は濃い｣,オは｢普段飲んでいるか
ら｣,｢情報が伝わりにくい｣,イは｢おいしくなさそう｣,｢情
報が伝わりにくい｣であった｡このように,デザインによっ
ては,消費者にマイナスの先入観を与え,購買意欲をそぐ
ものになりかねない可能性が示された0
4)放牧風景パッケージより受ける購買意欲とイメージ(設
問4)
牛乳AおよびBのどちらを購入するかという質問に関
しては, Aが13人, Bが22人となった｡その理由として
Aは｢デザインが好き(5人)｣, Bは｢新鮮そう(6人)｣
と回答した人が最も多かった(表3)｡ A,Bそれぞれのパッ
ケージから受けるイメージについては図4に示す｡ Aは,
受けるイメージにばらつきがみられたが, ｢おいしそう
表2 :各牛乳パッケージの選んだ人数とその理由.
イ　　　　　　　　　　　ウ
18人　　　　　　　　　10人
11人　　　　　　　　13人　　　　　　　　22人　　　　　　　　16人
･おいしbbたか句1人)　　　･ +JWEカヤ2人)
よく見るか句2人)
ふるさと匂ノさが良し
漉厚そう
体によさそう
･シンプルで牛乳匂.′い
･ A:く見るから(2人)
･見たこと無いから
･朝のミルクがポイント
･生寺Li軌lと書いてある
･北渦iIだから( 6人)
A Jくッケージわ領事やかでおいし
そう(5人)
t3 7と幸いである
･たまにTうので
･おいしいと書いてある(4人)
･偲淀保持殺菌(3人)
･那須だかe(2人)
･シンプルなパッケージ(2人)
･見た事が集い
･おいしかったから
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(22%)｣という回答が最も多く,他に｢人工的な味がし
そう(16%)｣,｢鮮度が悪そう(10%)｣,｢懐かしい(10%)｣
という回答がみられた｡ Bは｢新鮮そう(23%)｣という
回答が最も多く,次いで｢おいしそう(21%)｣, ｢牧場で
飲む味がしそう(17%)｣, ｢懐かしい(10%)｣, ｢新しい
(10%)｣という結果となった｡
両パッケージから得られた共通のイメージは｢おいしそ
う｣であった｡これはパッケージにある｢おいしい｣とい
う記載が影響していると考えられ,設問(3)同様,表示
の影響の大きさがうかがわれる｡ Aについてはデザイン性
を評価する人が多い一方, ｢人工的な味がしそう｣, ｢鮮度
が悪そう｣と回答した人が多かったことが特徴的であった｡
対してBは｢新鮮そう｣, ｢牧場で飲む味がしそう｣という
回答が多く,.逆に｢おいしくなさそう｣ ｢鮮度が悪そう｣
というマイナスイメージは選ばれていなかった｡このこと
から, Bの方が牛乳にプラスのイメージを与える可能性は
高く,放牧風景は牛乳のイメージアップに貢献していると
表3 : AおよびBの牛乳を選んだ理由.
考えられる｡
5)牧場販売の牛乳の味と知識(設問5)
牧場で販売されている牛乳を飲んだことがある人は40
人,飲んだことがない人は26人であった｡普段飲む牛乳
とくらべた場合の味については,飲んだことがある人のう
ち36人が｢おいしい｣と答え, 1人が｢変わらない｣と答
えた｡飲んだことがない人のうち｢おいしいと思う｣と回
答した人は19人,｢おいしくないと思う｣と思うが1人,｢変
わらないと患う｣が2人であった｡その理由を図5に示した｡
牧場で牛乳を飲んだ経験がある人は, ｢牧場で飲むから(22
人)｣および｢鮮度が違う(21人)｣と回答し,経験がない
人も｢鮮度が違うから(14人)｣と回答した人が多かった｡
その他の理由として,経験者は｢ビンだから｣, ｢気分の問
題｣とし,未経験者は｢気分の問題｣, ｢違いがない｣を挙
げた｡
では,市販の牛乳と牧場で販売されている牛乳は本当に
デザインが好き　おいしそう　新鮮そう　牧場の味がしそう　飲みなれた味がしそう　未知の味っぽい　その他
A　　　　5人　　　　　3人　　　　0人　　　　　1人　　　　　　　　1人　　　　　　　　0人　　　　1人
B　　　　2人　　　　　3人　　　　6人　　　　　　3人　　　　　　　　　4人　　　　　　　　0人　　　　2人
Aのパッケージから
受けるイメージ
①おいしそう
②新鮮そう
③健康によさそう
④牧場で飲む味がしそう
⑤人工的な味がしそう
⑥安全
(》おいしくなさそう
⑧鮮度が志そう
⑨懐かしい
⑩新しい
⑪その他
Bのパッケージから
受けるイメージ
図4 :AおよびBの牛乳パッケージから得られるイメージ(複数回答).
牧場で牛乳を飲んだ
ことがある人
①
0人
(D牛が違うから
②牛乳成分が違うから
③鮮度が違うから
④製造工程が違うから
(9牧場で飲むから
⑥そのほか
図5 :牧場で飲む牛乳がおいしいと思う理由.
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味が違うのだろうか｡牧場で売られている牛乳が放牧牛乳
であるならば,市販の牛乳との大きな違いは,飼料すなわ
ち生草かどうかであろう｡生草を飼料とした放牧乳牛の牛
乳成分は,牧草中のβ-カロテンやビタミン,不飽和脂肪
酸により,抗酸化物質,ビタミンA, Eおよび共役リノー
ル酸が多く含まれる｡牧草を多給すると,乳脂肪率は低下
し,さっぱりとした口当たりになる｡しかし基準取引価格
が1987年以降,乳脂肪率3.5%で決められていることから,
インサイダーとして販売をしている場合は,不足する脂肪
率を濃厚飼料で補充しなければならないo　また牧場に工場
が隣接している場合,市販の牛乳よりも鮮度が高い可能性
もあるという意見も聞かれた(蔵王酪農センター,私信)｡
しかし同センターでは牧場の牛乳だけでは間に合わないた
め,近隣農家の牛乳も利用して出荷および販売をしているo
製造工程に市販牛乳と牧場牛乳との違いがあるとすれば,
殺菌方法が挙げられよう｡今日市販されている多くの牛乳
に超高温殺菌法(U¶T法: 120-135度で2-3秒)が用いら
れているのに対し,一部の牛乳生産農家では低温保持殺菌
(LTLT法: 63度で30分間)を行なっている｡一般的に,
UHT法では牛乳本来の味が損なわれるといわれ,牛乳本来
の味を残せるのはLTLT法であるとされる｡以上が味に違
いを及ぼすことが考えられるo
しかしながら,先にも述べたように放牧の有無や製造工
程は各農場により異なり, ｢おいしい｣と答えた人が上記
のような牛乳を飲んだとは限らない｡また味が違うことで,
それをおいしいと感じるは個人差が生じるものと推察され
る｡山本･増田(2008)は,家畜福祉に対する消費者のイメー
ジを調査するため,低ストレス飼養標準が尊主されて生産
された牛乳のイメージについてアンケートを行ったD　低ス
トレス飼養標準とは,飼育環境を良好に保つことで,具体
的には｢放牧地や運動場-の移動や寝そべりが自由にでき
ること｣などが挙げられている｡結果, ｢一般の牛乳よりも,
健康で快適な環境で育てられた乳牛から生産されていそ
う｣, ｢一般の牛乳よりもおいしそう｣, ｢一般の牛乳よりも
健康に良さそう｣という問いに対して,男女問わず回答率
が50%以上を占めた｡アンケート結果でも｢牧場で飲む
から｣という回答が多いことから,半数以上がおいしいと
答えたのは,消費者が牧場に先のような正のイメージを重
ねることにより生じた,心理的効果が大きく影響したこと
が推察できよう｡
まとめ
本調査では,牛乳パッケージには放牧風景が多く,さら
に放牧風景は消費者に正のイメージを与え,購入時に影響
する可能性が示された｡この正のイメージを与える理由と
して,牧場で飲む牛乳がその製造工程に関わらずおいしい
と感じる(または思っている)ことが大きな要因であると
考えられる｡本アンケートから, ｢おいしい牛乳を飲みた
い｣と考える消費者が多いこと,消費者は放牧を含めた福
祉的環境下での飼育や,そこで生産される牛乳に対して,
正のイメージを持っている(山本･増田, 2008)ことから,
パッケージの放牧風景を介して,牧場で飲む牛乳のおいし
さをイメージすることができるのではないだろうか｡さら
に背景のみならず,牛乳の品質や製造元を示す情報の表示
も,購入時には重要視されることが明らかとなった｡
それに対して企業側は,明確な目的を持って放牧風景を
パッケージに採用してはいなかったが,先に述べたイメー
ジ戦略が根底にあることは十分に考えられる｡一方,パッ
ケージから｢新しさ｣というようなイメージを投げかける
企業もあるように,自社の商品を差別化する方法として重
要視している企業もあった｡本調査では,消費者が牛乳を
飲んでいないにもかかわらず,パッケージから情報を読み
取ることで,牛乳に対する様々なイメージを持つことが示
された｡このことから,パッケージは消費者が商品を購入
するきっかけに大きく貢献するであろうo
逆にいえば,牛乳の品質は,現在の一般的な牛乳の生産
方法からすれば大きな差がない｡だからこそ,柄や表示で
購入を判断するしかない状況ともいえる｡独立行政法人農
業･食品産業技術総合研究機構(2008)の調査では,放牧
牛乳を購入したいという人が,食品-の興味が高い人では
93%,一般牛乳を購入する人でも75%と高い割合を占め
ており,放牧牛乳自身-の関心の高さが伺える｡また,山本･
増田(2006)の調査では,有機飼料標準(乳牛の飼料が有
機栽培で生産されていること)を尊主して生産した牛乳に
関しては, ｢一般の牛乳よりも安全性が高そう｣というイ
メージを持つ消費者が70%以上を占めた｡独立行政法人
農業･食品産業技術総合研究機構(2008)によれば,放牧
牛乳に消費者が期待することは, ｢その牛乳の成分および
風味を重視する｣以外に, ｢飼料が国産であるかどうか｣, ｢牛
が食べている革の種類｣であることも挙げている｡よって
放牧牛乳の関心の高さは,おいしさのみならず,安全性も
関与していることが考えられる｡外見による商品の差別化
も企業戦略には重要かもしれないが,本来消費者がもっと
も重視し求めている品質および安全の向上,ひいては乳牛
の飼育環境向上について,生産者側はもっと把握し,考え
ていくべきではないだろうかo
要約
本調李は,放牧風景を含めたさまざまな柄の牛乳パッ
ケージから消費者が得るイメージを調査することを目的と
した｡調査は2007年9月上旬に行い,放牧パッケージの
数を調べる実態調査,放牧風景のパッケージと放牧の関連
を各メーカーに問い合わせた企業調査,そして牛乳および
牛乳パッケージに関する消費者-のアンケート調査を行っ
たo　実態調査では26種類中14種類に牛乳パッケージに放
牧風景が描かれていた｡企業調査では,放牧をしていると
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したメーカーは少なく,大半が放牧していないかまたは把
握していなかった｡それにもかかわらず放牧風景を採用し
た理由として｢イメージだから｣という回答が多かった｡
アンケート結果から,牛乳を選ぶ基準として最も重視する
のが値段,次いで賞味期限であった｡牛乳パッケージの中
でも,牛乳の質や地名が書かれたもの,牛乳を想像させる
きれいなパッケージが好んで選ばれたo放牧慮景のパッ
ケージからは｢新鮮そう｣というイメージを受ける人が多
かった｡また,牧場の牛乳を飲んだ経験の有無にかかわら
ず,ほとんどの人が｢おいしい(と思う)｣と答え,その
理由として,牧場で飲むおよび鮮度が違うからという回答
が多かった｡本調査では,多くの人が牧場で飲むときに感
じるおいしさをイメージさせるため,パッケージに放牧風
景が採用されていると考えられたo　さらに放牧風景は消費
者に正のイメージを与え,購買意欲に影響している可能性
が示唆された｡
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